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はじめに
Typstの bibは BibLaTeXに加えて Hayagrivaという形式をサポートしています。 Hayagrivaと

いうのは Typstが開発している文献管理用の形式で、YAMLで表現されます。

論文等を書くなら BibLaTeXの方が色々便利なのでしょうが、私のようにMarkdownより表

現力のあるマークアップ言語として Typstを使用している人からすると Hayagriva(というか

YAML)の方が色々扱いやすいため好ましいです。

しかし私が使用している文献管理サービスである Zoteroは Hayagrivaでのエクスポートをサ

ポートしていません。1 hayagriva cliを使用して機械的に変換することも考えましたが、もと

もとWebサイトを Zoteroで管理していると bibでエクスポートしたときにキーが noauthor

と nodateだらけになることに不満を覚えていたこともあり、拡張機能を作ることにしまし

た。

実装
実装は Zoteroの Export translatorを追加する形で行います。 Translatorについて詳しいこと

は公式サイトの解説を参照して下さい。

作業は基本的に Zoteroのメタデータを Hayagrivaのメタデータに翻訳していくものになりま

す。

1Hayagrivaの直接エクスポートをサポートしている OSSの文献管理サービスとしては JabRefというものが
あり、ソフトそのものの使用感は悪くないです。 しかし、JabRef Browser Extension(JabRef版 Zotero 

Connector)がManifest V2でアプデの希望もなさそうな感じなので使用は見送りました。（今なら AIにお任せ
すればできそうではありますね）
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